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SPICA搭載用中間赤外線イマージョン回折格子の開発：溝形状の実現か
ら実用性向上の成膜へ
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我々は、中間赤外線領域において小型で高い波長分解能を実現できるイマージョン回折格子 (IG)を開発している。
現在、この素子を用いた中間赤外線高分散分光装置 (波長域：12-18µm、波長分解能：λ/∆λ = 20, 000 ∼ 30, 000)
を次世代赤外線天文衛星 SPICAへ搭載することを提案している。実現すれば世界初のスペース高分散分光装置
となり、惑星形成の初期進化の研究やバイオマーカーの探査などに大きなブレイクスルーをもたらす。
これまでに複数の赤外線結晶について光学特性を精密測定し、波長 12-18µmにおいて透明で均質な高屈折率の

材料としてCdTe、CdZnTe、KRS5を候補に選定した。これらの材料の平面基盤上に、シェーパー加工によって
精密な溝加工を実施した結果、要求仕様 (ピッチ精度<14nm(rms)、面粗さ<13nm(rms))を満足する良好な溝形
状を得ている。材料の入手性なども含めて総合的に判断し、CdZnTeを材料の第一候補としている。現在、最終
の加工テストとして、衛星搭載品と同じ形状の溝加工を行っており、IG開発で重要な課題のひとつである溝加工
実現の目処がついている。IGの実用化には回折面での反射効率を高める膜を施す必要がある。我々は、極低温下
(∼4.5K)で十分な強度と反射率を達成する CdZnTeへの金属成膜試験も平行して進めている。本発表では、より
実現に近づいた中間赤外線用 IGの開発状況について報告する。


